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置づけて表現した模式図を、図 2.1. 2.に示した。なお、図 2.1. 2.中の不登校問
題の構築過程については、朝倉（1995）による包括的な記述を参考にした。



























































平井（1972）は、 1960年代より、小学校 l年生から 4年生の不登校児の合宿
療法を行ったと報告している。また、兵庫県の児童相談所が、情緒障害児の家族












































実証的なデータを用いた評価研究を発表した（中島， 1981；中島・飯田， 1981; 




この時期のキャンプに関する報告は、 1）精神科医による報告（西村ら， 1988; 
大津ら， 1990）、 2）児童相談所の心理職による報告（中島， 1982abcde）、 3）野外教
育の研究者による報告（中島， 1981；中島・飯田， 1981；中島， 1984；佐藤， 1985; 



















池田ら， 1992；金森ら， 1993；金森ら， 1994ab；金森ら， 1995；高橋， l993；角
田・島田ら， 1997；松崎， 1997；相馬， 1997；小林・高柳， 1998；上原，
1995, 1996, 1998a, 1998b）、 2）野外教育の研究者による報告（有坂， 1991；飯田・
小畠ら， 1991；飯田・中野， 1992；幼少年キャンプ研究会， 1992；飯田・小畠ら 3
1993；飯田・中野ら， 1993；奥山ら， 1999）、 3）野外教育の実践者による報告（福
田， 1997；千代田ら， 1999）、 4）適応指導教室や教育センターなど不主主校児の適
応支援を業務とする施設の実践報告（高橋・井田ら， 1993；高橋・井田ら， 1994; 
棺馬ら， 1995）に分類することができる。
また、この時期には、不登校児を対象とした体験活動やキャンプ実践の実態調
査（島田・保仮， 1996；国立オリンピック記念青少年総合センター， 1998,1999 ; 
谷井， l999a, 2000）が行われた。島田・保阪（1996）の調査は、都道府県立教育研
究機関（教育研究所、教育センタ一等）および東京都 23区と人口 15万人以上の市



























の専門職員による報告（菅原， 2000・小玉・舛田ら， 2001.小玉・諌山ら， 2002; 
小玉・奥山ら， 2003；国立妙高少年自然の家， 2004；広島， 2004）、 2）心理臨床
の研究者による報告（山jI・宮本， 2000；箱家・窪島， 2001；渡辺ら， 2001；山
) 1 ・宮本， 2001；上原， 2001,2002）、 3）野外教育の実践者による報告（兄井ら，













































表 2.1. 3.より、不登校について「特別なことJから「よくあることj へ、「異










































験学習理論として発展させ、単純なモデ、ルとして示した（図 2.2. 1. ）。
（［…）＼ 
（酬をする） （織の内省と糠）
＼ （ 噺ヒするJJ 








































スラブソン（Slavson) フー クス（Foulkes) ヤ一口ム（Yalom)
理論的基礎 精神分析 グループダイナミクス 対人関係論
A.精神分析的潟察 1 ）受容 1 ) 対人関係による
として インプット
2）普遍的体験 2) カタルシス
1 ）転移 3) 凝集性
2）カタルシス 3）同一化 4) 昌己理解
3）潟察 5) 対人関係の
治療的要因 4）現実検討 4）情報交換 アウトプット
5）消化 6) 実存的要素
5）集団無意識の 7) 普遍的体験






































































( 1 ）セラピストは、各班に ( 1 ）スー パー ヴァイザー
付き、キャンプカウンセ は、プ口グラムの企画立案
ラー の補助をする。 をする。
(2）セラピストは、キャン (2）スー パー ヴ‘ァイザー
心理臨床の プカウンセラーに専門的助 は、治療全体のスーパーピ
専門家の役割 言を行う。 ジョンを行う。























































｜ 本部付 I 











表2.2. 4. アウトドア体験療法プログラムの実践方法（坂本， 2002abより作成）
ウィルダネスセうど－ アドベンチャーセラピー
代表的 アウトワードバウンドスクー jし エッカードプ2グラム プロジェクトアドベンチャー




期間 比較的長期（2週期～1ヶ月程震） 数遅間～1年程度 決まっていない（数時間～数B／遇）

























































「体験学習Jが治療的、（3) 「自我の直面化（confrontationof self) Jが治療
的、としている。
ところで、坂本（2002a）では、 Walsh& Colins (1976）のモデルを、ウィルダ
ネスセラピーのプログラムにおけるプロセスを理解する枠組みとして参照してい
る。 アウトワードバウンドプロセス（Walsh& Colins, 1976）の主要な部分（わ
かりやすく示すために図中の一部を省略した）を、図 2.2. 4.に示した。
is placed into 
I I I UNIQUE A LEARNER I－一一砂l PHYSICAL 







then given a 
UNIQUE I I CHARACTERISTIC SET 
SOCIAL I－一一砂IOF PROBLEM-SOLVING 
ENVIRONMENT I I TASKS 
REORGANIZES THE 
MEANING AND DIRECTION 
OF LEARNER'S EXPERIENCE 
THE LEARNER CONTINUES 
TO BE ORIENTED 
TOWARD 
LIVING AND LEARNING 







その条件は、 Walsh& Colins (1976）では図中に書き込まれているが、ここでは
別図としてまとめ、表 2.2. 5.に示した。なお、 Walsh& Colins (1976）の図には、
図中の囲みで示された 7つの要素についての解説が添えられており、表 2.2. 5. 
としてまとめる際に、解説を参照して、筆者が適切と考える訳語を選んだ。
表2.2. 5. アウトワードバウンドプ口セスの条件










































































1970年代 1980年代 1990年代 2000年代
総説論文
調査研究報告







































これらの文献では、 (1）キャンパーの自己報告に基づくソシオメトリー（石川， 1989; 
有坂， 1991）、（2）スタッフの行動観察に基づくソシオメトリー（上原， 1995,1996）、と
いうように、データの収集方法が異なっている。また、データの分析方法も、ソシオグ

















研究者 プログラムのl阿数 対象者数 調査方法 主な結果 結果についての説明
( 1）不登校児7名中5名が相互人間関係に対する欲求が満たされては
選択または被選択の関係を持じめて械設解決しようとする欲求が
石川 1泊2日の登山と 1治2日のソロ活 不登校児 登校児 キャンプ9日γ 目 つ」｝とがで、きfこ。 発動された。すなわち、不登校という




l泊2sあるいは2泊3自の登山（キ 24名 36名 キャンプ23 6 8日目 な差はなかっ1':.o (1989）とは異なる結果となった。しか
有坂 、パーの意志でし吋ぶれかを選初O i劉尺数を3”名に’市！JI＼艮 (2）社4ム3ミ的地位（Isss）は、不登 し、対人関係に問題があるとされる不








上原 ログラムは達成すべき目標消化し 不登校児 登校ヂし 行動観察法 ？｝ がって好意的関係が減り非間関係は例えばi司じ学校、 i司じ中間教







不登校児 設校児 が形成され、ほとんどの者がが 22名、格別な変化がみられなかっ
5治6日のキヤンブ： 3犯6名 l問8名 ｛何耳可Jらカか、の仰7形T移多でで、他者を介しなが た者が 6名で
（登山やキャンフ。ブアイヤ一等のプ ら人間関係に組み込まれていャンプ途中で帰宅したため追跡調査せ
早 ログラムは達成すべき目標消化し 行動観察法 」。 す三）
(1996) なければならない活動で、は、ないとさ (2）「意味づけされた関係」と (2）多くの人間関係を形成する者がキ
して、二者関係では 15flfr－弟 ャンプ後必ずしも登校に向かうとは限
れた。） （上j京（1995）と同ー のキャ 子j 「親分一子分J関係が、グらないが、格別な変化が見られなかっ





























研究者 プログラムの相数 対象者数 測定ブヲ？去 結果についての説明
中島 2泊3日の給徒登山を含む7泊8日 ］名 自己成長性検査 検討せず キャンプで自信が回復したため。(1984) のキャンプ。 （梶田， 1980) （事例研ヲE)
ロッ
(1）時間的要因（長期間で、あったため） (2）努力→達成→満足国立妙高少年自然の家 イミング、カヤック、いかだでの川 自己成長性検査
(2004) 下り等を含む 21日間の冒険プログ 13名 （和主13,1980) 有 感・達JW,ト次への動機づけというサイクルが段階的な負荷の設定とふりかえりでの指先念化によって効果的に機能したため。
石川 1泊2日の登山と 1泊2日のソロ活 7名 自己成長性検査 有 (2）成功｛ポ験がカウンセラーの評価により強化されたため。（3)(1989) 動を含む9治10日のキャンプ。 ct尾田， 1980) 統合キャンプによって「自分も普通の子と同じに出来るJとい
富山県総合教育センター 的活母子治lj作的活動とし 1う捌もをプ




飯田ら l泊 2日の笠山（宿泊はソロ活動） 7名 自己成長性検査 有※ を成功裡に克服して成功体験ができたため。（2）成功体験が周(1990) を含む9泊10日のキャンフ： （梶13,1980) 囲の評価により強化されたため。（3）統合キャンフ。によって f自、伊
奥山ら 登山、カヌー等の腎険プログラムを 19名 自己4此念調査票 有※ ※項目毎の検討で29項目中4項自に有意差あり。
(1999) 含む6泊7日のキャンフ： （独自に作}J文〉
小ヨ三ら 登山、カヌー等の冒険プログラムを 18名 （奥山ら（1999）の］賓 ギ干※ ※項目街：の検討で17項目中9項目に有意差あり。(2000) 含む6泊7日のキャンプ。
小玉ら 夜間登山を冒険フ。ログラムとして含 10名 （奥山ら（1999）の項 千平※ ※項目毎の検討で17項目中3項目に有意差あり。
(2001) む3泊4日のキャンフ：
小玉ら 30名 （奥山ら（1999）の項 不平※ ※］実！ヨ毎の検討で17項目中5項目に有意差あり。(2002a) 

























(2）冒険プログラムを含むキャンプ（石）1, 1989；飯田ら， 1990ab；有坂， 1991；飯田
























: 65.8出（25/38名） : : i 1989～90年の2年間の総計
: 71. 1%(32/45名） : : : 1989へ引年の3年間の総計
: 71. 1%(32/45名） : : : 1989～91年の3年間の総計
25出（2/8名）






























































































































述が中心で、あったO また、面接法を応用したPAC (PAC: Personal Attitude Construct) 

















































































































































と キャンブ。後の登校再開等の行動変化 研究熱琶5不登校児キャンパー の社会参加の様子


































































































































































































































































デイ・キャンプIl(2-3) 10月 19s 
デイ・キャンプ血－~2-4) 11月2日













































ノト 5 小6 中1 中2 中3
男 女 男 女 男 女 男 女 ブ日コヨ 女
1年目
不登校児キャンパー（人） 。。。。2 。 4 。






ノト6 t=j:r 1 中2 中3 高 1
男 女 男 女 男 女 男 女 男
1年目 不登校児キャンパー（人） 。 2 2 。 2 。。。




キャンプ長が 1名、高iJキャンプ長が 1名、カウンセラーが l名、医師が 1名で組
織された。
2年目のプログラムは、プログラム係が 1名、カウンセラーが 3名、キャンプ

































表 3.2. 1. 研究対象児の本論文中における仮称・性別・学年・参加持期
No. I 本論文中での 性別 キャンプ初回
仮称 参加時の学年
麻衣（まい） 女子 小6
2 I 笑美（えみ） 女子 中1
3 I アユム（あゆむ） 男子 中1
4 I 香奈葱（かなえ） 女子 中1
5 I 剣介（けんすけ） 男子 中1
6 I 裕子（ゅうこ） 女子 中2
7 I 透平（しゅんぺい） 男子 中3
8 I 奏ー （そういち） 男子 中3
9 I 誠也（せいや） 男子 中3
1 o I 杜夫（もりお） 男子 中3
11 I 陽太（ょうた） 男子 中1
12 I 直行（なおゆき） 男子 中1
13 I 亮（りょう） 男子 中2
14 I 力樹（りき） 男子 中2
15 I 雪彦（ゆきひこ） 男子 中2












研究課題と論究の観点 アプロー チ デー タ収集 デー タ収集 デー タ処理
の方法 の対象 の方法 の方法
研究課題 1
不登校児キャンパーの特性
1 ）キャンプ参加に至るまでの経緯 質 親 面接 質的記述
2）パーソナリティー構造 量／質 キャンハ。ー 検査 質的記述








1 ）キャンプ集団のソシオメトリーの変化 量／質 朴ンハ。一 検査／観察 質的分析









1 ）自己決定志向性の変化 J主三L主 キャンハ。ー 検査 量的分析
2）自己充実的達成動機の変化 it三t キャンハ。一 検査 量的分析
3）自己受容感の変化 1主三主L キャンハ。一 検査 量的分析






















(1）キャンプ参加に至るまでの経緯（観点 1.1. ) 
(2）ノミーソナリティー構造（観点 1.2.) 
(3）キャンプに対する期待と不安（観点 1.3. ) 
以下、各観点についての研究方法を詳述してし 1く。





















































人の心には、 P (Parent）、 A (Adult）、 C(Child）の 3つの自我状態があり、
ある状況に応じて 3つのうち 1つが主導権を握り、その人の反応として現れる。
この 3つの自我状態、のうち、 Pには CP(Critical Parent）および NP(Nurturing 













































として標準化された心理検査である。 10項自ずつの質問項目が CP、問、人 FC、
ACの各自我状態、に対応しており、全体では 50項目から成る質問紙である。回答


























きどきjおよび fわくわく jの各 13項目について、「あてはまるものに〆をつけ
てくださしリという尋ね方で、回答を求めた。
どきどきわくわく質問紙の質問項目の観点である、キャンプで経験することが
予想される 13の事象を、表 3.4. 2.に示した。
73 
表3.4. 2. どきどきわくわく質問紙の質問項目の餓点


































































































食欲 排便 睡眠 痛気他 孤立 親密 散対 ト1ト：j
特にな 沢遊びの 。子 夕食作！） 静かな子で、ワー ッヒ乗れないのでたまに浮
どうだけ のとき、 いてしまう。でも本人はいたってマイぺー。× ム 少し寂れ J 1）につ なし 0子にや ス。夜、ホタルを見て「感動jと言っていた
がたまっ いていけ IJ方を教 （はじめてえたらしい）。あいかわらず独I)
朝l;J:少し 前音で眠 てきたか ず一人に いつもな えてい 言みたいな発話が多いが、拾い上げてこちら
しか食べ れなかっ も。 なってし んとな（ から開いてあけ．ると、普通に会話ができる。




































































(1）キャンプ集団のソシオメトリーの分析（観点 3.1. ) 
(2）不登校児キャンパーの対人的構えの変化（観点 3.2. ) 
以下、各観点についての研究方法を詳述してし 1く。

























ソシオメトリックテストを、キャンフ 1日呂、 2日自、 3B目、 4日目、 7日


















































































































































































































































(1）事例の提示（ 1事例）（観点 6.1.) 
(2）キャンプでの出来事との関連（観点 6.2.) 
以下、各観点についての研究方法を詳述してし 1く。















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































FC. 35 AC 
FC. 66 AC 
FC. 45 AC 
• AC 54 FC 
• AC 17 FC 
AC 42 FC 
AC 53 FC 
AC 56 FC 
AC 26 FC 
• AC 58 FC 
FC. 59 AC 















表 4.1. 1.に示したデータを、パターン（ParentとChild）、得ー 点の多寡（Adu1 t 
とTotal）に注目して整理し、表 4.1. 2.に示した。
表4.1. 2. キャンプ参加前のパーソナリティー構造の特徴
Parent Child Adult Total 
CP>NP CPくNP FC>AC FCくAC
他者否定） （能者書定） （自己書店 （自己否定） 過少 少制 適正 多駒 過少 少嗣 適正 多額向
3 8 4 8 2 5 4 2 2 5 3 
表 4.1. 2.より、不登校児キャンパーの、キャンプ参加前のパーソナリティー構






























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































し＼きにくい、ということを見出した。それ以降、デイ・キャンプ I(1-2) （図 4.2.2.) 


















自 グ 積 グ 指
分 ノレ 極 ノレ 刀て
-/J、 自力 カミ
ら プ プ な
言語 の 仕 で く
す 正τE』;: 事 決 て
言 め も
グコ 取 た 仕
中 り f支 事
で まE 害1J を






????????????? ? ? ?
?????????
図4.2. 4. デイ・キャンプ I(1-1)での自主的行動














自 グ 積 グ 指 仕事 自分 ノレ 極 ノレ 乃τ 分
7J、 的 ？〉三 f「Pど- σ〉
ら プ プ な 最 、F」
言活 。〉 仕 で く 後 と
す て正E』:; 事 決 て ま l土
5百 め も で 自
σ〉 取 た 仕 や 分
中 り 役 事 り で
で 主旦 害lj モ.；ピー 辺、~ で
~皇L、 む を 見 lず き
見 果 Jコ る 。与プ
~ た ft 
述 す て／、、 行
る つ
図4.2. 5. デイ・キャンプI( 1-2）での自主的行動










（点） --0-杜夫 一盛一誠也 一企ー奏一 －＞＜－遼平 一米一裕子 一＋ーアユム ー＠ー可奈恵
自 グ 積 グ n~ 仕 自
分 ノレ 極 ノレ 刀て 事 分
七、 的 7J ~ミ アピ び〉
ら ブ フ な 最
｝ 
」
5百 σ〉 仕 で く 後 と
す 正τE』:;: 事 決 て ま l土
85 め も で 自
の 取 た 仕 や 分
中 り f生 事 り で
で 五且 書j を 1、Z主Eム で
ぷ，思包ニ、 む アピ 見 lず き
ノ日'- 果 ／コ ~ 勺， る




















ことを見出した。それ以降、デイ・キャンプ I( 1-2) （図 4.2.5.）を経て、夏季


















































自 グ F実 グ 指 仕 自
分 ノレ 極 ノレ 乃τ 事 )'] 
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(1) 会話 (2) 二人 (3) 仕事
(4) 遊び (5) 挑戦 (6) 気配り
(7) ずれ (8) 疎外 (9) 攻撃





カテゴリー 状 況 ポジティブな相互作用 ネガティブな相互作用
基
(3) 仕事 (2) 二人 (7) ずれ ( 12）不満
と
な (4) 遊び (1) 会話 ( 11）傍観 (8) 疎外
概4るト







































アユムの対人行動と自主的行動の変化（図 4.2. 7.、図 4.2. 8. ）から言えるこ
とは、キャンプを通して対人行動は改善したが、自主的行動は改善していない、
ということである。さらに、自主的行動のうち、「グループで決めた役割を果た
































































ウンドプロセスでは、不調和状態を adaptivedissonance （適応的不調和） (Walsh 




















































ソシオメトリックテストで把握したソシオマトリクスを表 4.3. 1.と表 4.3. 2. 
に示した。




不登校児キャンパー各々の、調査日（ 1日目、 2日目、 3日目、 4日目、 7日目、















夏季キャンプI( 1)のソシオマトリクス（1 ) 
?? ? ? 。 ?
??
?? 。 ? 。 ? 。 ? 。?
?? 。 ?
? ? 。
表 4.3. 1 
。 ? 。
。I@










（中 1) 唱島。唱島曜静＠ @I@ 。








? 。 ? ? ?
?
、 、． ． ?
? 、 、 ． ， ? 、 、 ．
?
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? ｛ ? ?
唱骨。。曜静@l@I@ 。










。。。。。。。。。。3 5 2 2 。。。。。5 8 6 。。。。。。。。。。21 0 
10 8 4 4 。4 5 2 
4 2 2 2 。。。。。2 。3 。3 2 2 。。。。。。2 。2 6 2 3 3 2 2 4 2 。2 。。。。。。。2 。。。01 0 010 
表 4.3. 2. 夏季キャンプI(1)のソシオマトリクス（2)
1 I 2I 3I 4I 7I sI 911 1 31 1 I 2I 3I 4I 7I sI 911 1 3 JI 1 I 2I 3I 4I 7I sI 911 1 3 JI 1 I 2I 3I 4I 7I sI 911 1 3 
アユム（中 1) 
剣介 （中 1) 。。。。 唱島 。。0 u ーョ
法平 （中 3) 一一 。。 ＠ 唱骨 ＠ 唱島
学生中
奏一 （中 3) 。 。．．引！＋JI 1-1-1-1 （。｜社夫 （中 3) 一 一
誠也 （中 3)
A男 （中 1) 。 。。。
他 日男 （中 1) 一一 唱島 4静 唱趣 電島 ＠ 。 ｜。｜ lclcI Ic の 子キ C男 （小 5) 。
ヤ
ト4 D男 （小5) 一一 。。 。。。。
UムI E男 （小5) 唱島 。
｜；［。か 2校主f F男 （小6) 。。 。。。 IOI 10 ':> 




i子 （小5) ＠ 。＠ 曜静 。唱島 ＠ ＠ 唱島 。。。＠ 電島 唱島 ＠ 曜静 電島
J子 （小 5) 。唱器 曜島 ＠ 。電島 唱島 曜静 唱島 。。。電器 唱曲 唱島 曜静 唱島 唱島
女 K子 （小6) 。。＠ ＠ 。＠ 曜静 ＠ 事 。。＠ 唱B唱島 唱島 唱島 唱島
し子 （小6) 一一 唱島 唱静 ＠ 曜静 一 唱b曜静 唱島 曜静
子
学生中
M子（中 2) -0 。。。。 。。。。。。唱島 唱島 。唱量 ＠ 曜静 電器 。
一 一？盃可奈恵（中 1) 
裕子 （中 2) 。。。
..... 臨
選択数 。。。。。。。。。。。。。
被選択数 。0 2 。4 4 6 8 。。。。2 6 6 6 
相互選択数 。。 2 。。。。。2 2 2 I 2 
上述の仲間関係の特徴について、ソ、ンオマトリクス上に表したデータに基づい
て、少し掘り下げた記述を試みる。




・可奈恵、はキャンプ初日から 4 日目にかけて相互選択が漸増するが、 7 日臣の相
互選択は 0であった。翌 813自には棺互選択が 6となり、その後男子からの被
選択が増減しながらも、最終的には相互選択6、被選択3であった。
－裕子はキャンプ 2日目の相互選択が 1、被選択が 4であるが、 313自の相互選

























と小学生D男 ・E男 ・F男・ G男の関係、中学 3年生遼平と中学 1年生A男－































































































































































































M子、 I子、 j子、 K子、 L子、奏一、 D男、 C男：午前沢遊び


























































































；窒 平 奏 一 誠 也
キ キ キ
ヤ 1 2 3 4 7 8 9 1 13 ヤ 1 2 3 4 7 8 9 1 13 ヤ 1 2 3 4 7 8 9 1 13 
ンづ 臼 臼 日 Eヨ B 日 B 日 日臣 ンプ B 臼 臼 日目 臼 日 臼 日日 前一プノ ヨ
臼 日 臼 白 B 臼 日 日目自 自 呂 目 目 自 目 自 目 目 自 昆 自 自 呂目 自 自 呂 自 目 自 目 自
再lj 言tr










ト 相互選択数 0 0 0 0 0 2 3 3 5 0 0 0 0 0 2 2 2 4 0 0 0 0 0 2 2 2 2 
すごく 唱・
． ， わりと わりと わりと わりと
①分友だのちよのさ中を生でか自
， ， ． ＠．、． 骨 ．，． 骨・・・・・・・ ＠ ， . 
, ・”a〆．－ J・’，、 すこし
, ，








唱・ 骨・…・・・・・H・..........・…・・・・・ ＠ 骨H・H・－－－…・・・・・…・H・H・－ 骨..・H・－ ＠ ． ， 




． ，’  
友だ ぜんぜん e’
， 
ち ＠・・・・……・ 骨 ＠ すごく・・＂＇＇骨すごくすごく すごく，r
係関 ,•·'' ’ ． ． ． 
,. 晶，・








＠一ー ・・・ ＠ すごく ＠ え すごくすごく わりと
// ． ， ， 
（包耳〕ノ信ち頼がでいきるる友だ
,. . ， ， 
，， 
骨・・・・H・H・. H・H・.・H・－・・ .・， 〆// 錘 ＠ ・…・・・・… H・H・...・... 骨， 
笠由広宮コ乙 すこし すこし すこし すこし








骨 ・ ・・ ・・・・・ ・ 骨・・・・・H・H・－骨 ..・ H・H・...・ H・. H・. H・， e
すこし すこし すこし すこし すこし
AC AC FC AC AC AC AC AC AC 
工 FC FC AC FC FC FC FC FC FC 
コ
関〈係自本〉己的にと構他対者すえると基の CP NP 制P NP CP CP NP CP CP グ
フ NP CP CP CP NP NP CP NP NP ム
他自者己否否定 他自者己否肯定 他自者己肯肯定 他自者己否肯定 他自者己否否定 他自者己否否定 他自者己否肯定 他自者己否否定 他自者己否否定
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第3項考察
本節では、 (1）キャンプ集団のソシオメトリーの変化（観点 3.1. ）、（2）仲間関






































































































































































キャンプ前、キャンプ 813目、 13呂田の回答を比較すると、 5つの質問項目につ
























































ャンプ 11 日目には自ら計 8名のキャンパーを仲の良い友だちとして選択し、う


































































比較、を行う。自己決定志向性の得点変化を表 4.4. 1.、表 4.4. 2.、表 4.4. 3.、
表 4.4. 4.に示した。表 4.4. 1.、表 4.4. 3.では、得点変化について、 A. （増加）、
167 





































































































































大小比較、を行う。自己充実的達成動機の得点変化を表 4.4. 5.、表 4.4. 6.、表
4. 4. 7.、表 4.4. 8.に示した。表 4.4. 5.、表 4;4. 7.では、得点変化について、 4邑




アユム 中1 男 22 24 A 
実lj介 中1 男 14 6 マ
jき平 中3 男 6 19 A 
奏－ 中3 男 22 20 マ
社夫 中3 男 14 15 A 
誠也 中3 男 22 24 A 
可奈恵 中1 女 21 24 A 
裕子 中2 女 11 12 A 
売 中2 男 22 18 マ
表4.4. 6. 夏季キャンブにおける自己充実的達成動機の得点比較
N M SD z 
夏季キャンプ前 17. 1 6. 0 
9 0.4 














































z SD M N 
2. 2* 































を行う。自己受容感の得点変化を表4.4. 9.、表4.4. 10.、表 4.4. 11.、表 4.4. 12. 
に示した。表 4.4. 9.、表 4.4. 11.では、得点変化について、血（増加）、マ（減
少）、－（変化なし）の記号を付した。表 4.4. 10.、表 4.4. 12.には、各場面にお
ける得点の平均値（M）、標準偏差（SD）を示した。
表 4.4. 9. 夏季キャンプにおけるキャンパ一億別の自己受容感の得点比較
キャンパー名 夏季キャンプ前 夏季キャンプ最終日前夜
アユム 中1 男 6 9 A. 
実IJ介 中1 男 5 4 マ
jき平 中3 男 6 A. 
奏一 中3 男 5 6 A. 
社夫 中3 男 3 3 
誠也 中3 男 7 7 
可奈恵 中1 女 5 6 A. 
裕子 中2 女 2 3 A. 
売 中2 男 7 6 マ
172 
夏季キャンプにおける自己受容感の得点比較表4.4. 10. 
z SD M N 
1. 4 
2. 1 4.6 
9 
夏季キャンプ前













































z SD 五4N 
2. 5* 




























ノミーソナリティー構造の変化を、表4.4. 13.、表 4.4. 14.に示した。表中では、
Pのパターンについて、 CP>NP ( f也者否定のパ夕一ン）を CP.N 
肯定のパ夕一ン）を Cl】.NP で、示したO また、 Cのパターンについて、 FC>AC （自己





































男 CP. CP 
NP NP 
古.NP • NP 
J、 CP CP 









田 CP CP 
プゴ ・NP •NP 
女.NP • NP 
CP CP 
FC. • AC 
6C F(; 
• AC AC 
FC FC 
• AC • AC 
FC FC 
• AC FC. 
FC AC 
• AC • AC 
FC FC 




• AC FC. 
FC 6(; 
54 58 A. 52. 5 54. 0 A. 
17 29 A. 13. 0 20. 5 A. 
42 60 A. 45. 5 52. 0 A. 
53 51 マ 47.0 55.5 A. 
56 58 A. 62. 0 63. 0 A. 
59 59 - 54. 5 54. 0 マ



























女.NP • NP 
CP CP 
女.NP • NP 
CP CP 
男.NP • NP 
CP CP 
女.NP • NP 
CP CP 
男.NP • NP 
CP CP 
女 CP. CP 
NP NP 




男 CP. CP 
NP NP 
男.NP • NP 
CP CP 





FC. • AC 
AC FC 




• AC AC 
FC FC 
• AC • AC 
FC FC 
• AC FC. 
FC AC 




• AC • AC 
FC FC 
66 71 A. 64. 0 68. 5 A. 
45 33 マ 43.0 30. 0 マ
60 58 マ 57.0 59.0 A. 
41 30 マ 40.0 30. 0 マ
44 57 A. 34. 0 48. 0 A. 
53 53 - 55. 5 54. 5 マ
42 51 A. 41. 5 46. 5 A. 
26 50 A. 20. 0 34. 0 A 
57 60 A 54. 5 50. 0 マ
58 59 A. 63. 0 58. 0 マ
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キャンパー名 夏季キャンプ前 夏季キャンプ 冬季キャンプ前 冬季キャンプ 通年の変化
アユム 中1 男 23 22 マ 3 21 』‘ マー2
貧lj介 中1 男 17 11 マ 16 23 A A +6 
社夫 中3 男 14 13 マ 10 12 A マ－2
誠也 中3 男 17 22 A 19 24 A A +7 
可奈恵 cj:r 1 女 13 14 A 15 15 A +2 
硲子 中2 女 11 11 10 18 A 企＋7
自己充実的達成動機
キャンパー名 夏季キャンプ前 夏季キャンプ 冬季キャンプ前 冬季キャンプ 通年の変化
アユム 中1 男 22 24 A 13 26 A A +4 
実IJ介 中1 男 14 6 マ 13 15 」‘ A +l 
社夫 中3 男 14 15 A 14 12 マ マ－2
誠也 中3 男 22 24 4邑 26 28 A 企＋6
可奈恵 中1 女 21 24 A 20 27 A A +6 
裕子 中2 女 11 12 A 12 18 A A +7 
自己受容感
キャンパー名 夏季キャンプ前 夏季キャンプ 冬季キャンプ前 冬季キャンプ 通年の変化
アユム 中1 男 6 9 A 4 8 A 企＋2
実lj介 中］ 男 5 4 マ 5 6 』‘ A +l 
ti：夫 中3 男 3 3 4 4 A +l 
誠也 中3 男 7 7 7 8 A A +l 
可奈恵 中1 女 5 6 A 4 5 A 一＋O
裕子 中2 女 2 3 A 4 7 』‘ A +5 
エゴグラム（Adult)
キャンパー名 夏季キャンプ前 夏季キャンプ 冬季キャンプ前 冬季キャンプ 通年の変化
アユム 中1 男 45 20ネ マ 45 33芋 マ マキ 12 
貧lj介 中1 男 41 30キ マ （マネ－11)
社夫 中3 男 42 51 A （企 +9) 
誠也 中3 男 56 58 A 53 53 マ -3 
可奈恵 中1 女 54 58 A 60 58 マ A +4 

































































































































































































3）学校以外の社会参加、の 2つに分類した。さらに、 1）、 2）、 3）それぞれ
について、表 4.5. 5.のように分類した。 1）、 2）を学校・適応指導教室・相談
184 
















以下、表4.5. 6.と表 4.5. 7.に示した内容を検討してしだ。
1 ）学校との関係の観点からみたとき、キャンプに参加した 16名の不登校児
のうち、 7ヶ月間のキャンププログラム終了時において登校再開に至ったキャン




































































~3 月：： ； ：大スキー キャンプ 一一 '-・ －~ －~－ 
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1 ）キャンプに参加した 16名のキャンパーのうち 15名は、不登校であっても、
適応指導教室や相談機関に通う、遊び友だちがいるなど、ある程度の安定し
た人間関係を持てる状態の子どもたちであった。
2) 2003年5月の時点では、キャンプに参加した 16名のキャンパーのうち 11名
(69弘）が、登校再開（高校への進学を含む）に至った。
第3項考察













日の2ヶ月後 Vの2ヶ月後 VIの6ヶ月後 VIの10ヶ月後
1年目 3/8人（38%) 5/10人（50弘） 8/10人（80%) 8/10人（80弘）
2年目 0/4人（0弘） 2/6人（33弘） 3/6人（50%) 3/6人（50%)












































































































































































































































表 4.6. 1.から、キャンプ初日から可奈恵、（中 1）と裕子との相互選択関係、が既










1臼自 2 13自 3臼包 4日自 7 13 El 8日目 9 13 El 1113 El 1313 El 一 アユム（中 1) 
剣介 （中 1) 
主主平 （中 3)
ナ井生中,. 
奏一 （中 3) 。














F男 （小6) 。 。
I:> 
A寸主M主自． G男の （小6)
選択 H5号 （小 6)一 I子 （小5) 。 。 。． ． ． ． ． 
J子 （小5) 。 。 。 ． ． 
女 κ子 （小6) 。 。 ． ． ． ． 
し子 （小6) ． ． 
子 M子 （中之） 。 。 ． ． ． ． 
LJi~奈恵（中 1) ． ． 。 。 ． ． 
裕子 （中 2)
一 選択数 。 。 。 。 2 2 。 3 
被選択数 2 4 5 。 。 。
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4 』. ••••••• 

















図 4.6. 3.、 図 4.6. 4.に示した行動変化は、カウンセラーの評定によって把握
したものである。




裕子の自己充実的達成動機、自己決定志向性、自己受容感の変化を、表 4.6. 2. 
に示した。また、エゴグラムの変化を、図 4.6. 5.、図 4.6. 6.に示した。
表4.6. 2. キャンプ場面での自己に関する変数の変化
夏季キャンプ前 夏季キャンプ 冬季キャンプ前 冬季キャンプ最終日前夜
自己充実的達成動機 11 12 A 12 
自己決定志向性 11 11 - 10 




50 AC AC A I 















































































図 4.6. 5.より、裕子のパーソナリティー構造は、赤坂・根津 (1989）に従れる。
キャンプ経験を通しての変化は見られうと自己否定・他者否定型のままであり、





















































































I 直 N v VI 
夏季キャンプ l夏季キャンプ l夏季キャンプ i冬季キャンプ l冬季キャンプ i冬季キャンプ











表現を受容 l I 
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, 1 わたしは、 ri·~ うしてJ とか r~'it'J とかんがえるこ k がおおい．
ぉ j わたし i阜、よいニ t だりをして~；·t..
21 jわたしは、よ｛かんがえてきめる．




26 わたしは、うまく L叫、わけをする． ・．・・－・‘.ー．．・..，噌官ー・－，喝事・
Z7 わたしは、「～しなければならなヤJ ！：いうことがある． iもつもIt，.い
2事 わたしは、じっとしているよりうごきまわっていたい． ．ー，圃・・......骨..’.・・........，・
29 わたしは、きめられたこともrきちんとまもる． い！…iたまに！も‘tj
3{l わたし1、ほかのひとにたのんでやってもらうこ tがある． －－骨轟．且司F・・ー帽.........ー．
31 わたしは、はかのひiのためになることをやってあげる． a・－－・－－・・・・・・－－－－－ー－－－．．．
32 わたしは、おらったこ tをなんでもいえる． ‘ー・・ー・ー ・ー．，岨F......・－－
3 わたしは、いろいろなことをナきいたりみたり Lてかん合fえる． 4・ーー’・..........・骨．，．．
:u わたしは、わがままである． ...ー・ 4・・・ーー ・ー，．・，－－ー・幽．．
35 わたし は、 rすみませんJ ！：いってあやまる． ・・ー・椅・ー ・ー，4・．咽・....，・－－
36 わたしは、じぷんのきもちをいれずにかんがえる． .ー....ー・ 4・a・・ー－ーー ・ー・・．
37 わたしは、めずらしいものがすきだ． ’・－・恥・ー．司．骨，.....帽骨・ー ・ー
38 わたしi阜、まわりのニ kをきにしない． ・ー...........，骨司・・陣・ー，
39 わたしは、みんなきIfうをもってどりょ｛すればL、L、とおもう． い l,•It：，，十
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41 わたし1.おニったりしながらはなすことがない． ・ー－－－－・..，鼻咽畠・．圃....・，
42 わたしは、こまっているひとのためになヤさめてやる． いつ‘ ur’ t：畠じ 、・いえ
43 わたしは、ひとのためにすることがすきだ． いつ‘ 1>0 t:t 1: いい止
•• わたしは、じぷんのおもっているこ tをはっきちいう． いつ＼ ttO た量1:いいえ
45 わたしは、かんがえずにす？なんでもやる． ......ー輔・ー・ー.........・ー・匹鴫
46 わたしi阜、こまったときいろいろじゅうにかんがえてやる． トつもjun（だま十ぇi
47 わたしは、 I！しいものはなにがなんでもほしくなる． ．ー，．．．・ー・’・.’句・・ a・a，咽
48 わたしl阜、 1かのひとがしっぱいしたらゆるしてやる． トっー ltwlけにi‘i
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むし い もの しんばい
虫や生き物が心配！

















































今日 1日の（ キャンパー氏名 ）の行動について、下記のリストにしたがって評価してください。
b・5・4・3・2・1の数字を 1つ選んでOをつけてください。
いつでもできる 6-5-4-3-2-J ぜんぜんでき好い


























? … ?? （?
?
?




4.メンバーの誰にでも気軽に声をかける 6 - 5 - 4 - 3 -z -
~：メンバーの誰とでも仲良くすることができる 6 - 5 - 4 - 3 -z 一
会話の適切な受け答えができる（ちゃんとコ 6 - 5 - 4 - 3 -z -．．一~. '. 
表情が豊かである（笑顔などがみられたりし 6 - 5 - 4 - 3 -z -1 
．”？ふ．！．．
~ 人の顔を克て話をする（そつぽを向いていた 6 一 5 一 4 一 3 一 z 一 1 
…？．． 
~： カウンセラ一と目が合わせられる 6 一 5 一 4 一 3 一 z 一
自分の思ったことを言葉で表現できる（自分 6 - 5 - 4 - 3 -z -
！？？舟魚川点張ζωなさるかζ三段i ． 
1 ：グループの話の中で意晃を述べる 6 - 5 - 4 - 3 -z -
鋳観せず、積極的に作業に取り組む（やる気 6 - 5 - 4 - 3 -z -~－~ .• : ••. ？！？.議会主~－どコた）．．…・…・
13.グループで決めた役割を果たす 6 - 5 - 4 - 3 -z -
カウンセラーやメンバーに指示されないとき 6 - 5 - 4 - 3 -z 一
月二．支も会るだ玄作業支丘.2.. . 
. ~.~ . : ~.j~i.~.~：.；む：：：..：：：；ケ！！？三？ご？三？三？三！
76 .人に頼らずたいていのことは自分でできる 6 - 5 - 4 - 3 -z -1 
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ア 実介J 主平き 奏 杜夫 誠也 男A B fu ~ リJ ~ ~1 子J iく M ~恵J 3ミ' 裕子二L 男 クj 子 J子 子 子
ム
中 中 中 中 中 中 中 中
5 6 中2 
中 中
1 、3._j 3 3 3 1 5 5 6 6 5 2- 6 6 1 2 
アユム（中 1)I" 。。
興j介 （中 1) 一＼
; 遜平 （中 3) 。一＼ 。
奏一 （中 3) 。 ＼ - @ 
柱夫 （中 3) ＼ 
誠-I!, （中 3) 。人＼
A男 （中 1) - 0 卜＼ ． 。。
8男 （中 1) ＼ 
C!IJ （小5) ＼ ． ． ． 。 。。
十生品比
Iコフj （小5) ． ． ト＼． ． 。． 。
E!IJ (;J、5) ． ． ｜＼ 。 - @ 
子班男
F !IJ （小6) 0 ． ． 。卜＼． ． 。。一．
G~万（小 6) 。 。． ト＼。 。
1 !Jj （小6) 。． ． 。＼ 。
i子（小5) ！＼ ． ． 一． ． 。
j子（小5) 。 ． ＼ ． - 0 。。
学女中生
｝く子 （；］、6) 。。。。。． ． ト＼ 一．。
L子（小6) -I" 
子I!l 
M子（中 2) 。。． ． 。． 一＼
可奈葱（中 1) ． 。。 ト＼． 
絡子 （中 2) 。。 ． ＼ 
キャンプ2B自
中学生男子班 小学生男子班 小中学生女子班
ア 資介I] 主平主 奏 校夫 主也主 f 号 B クC!J g YJ りG｝ H I 子J K M 可n葱1玄< 総子ユ 男 クJ クj 子 子 子 f-
.L. 
中 中 中 中 中 中 中 中 中 中 中
~ ~ 、3_, 2, 2, 3 、』1~ ~ 5 5 5 ~ 6 6 5 2 6 6 ~ ~ ~ 
アユム（中 1)ト＼
剣介 （中 1) 一＼
学生子班中男
主き平 （中 3) ＼ 。
奏ー （中 3) ＼ 
社夫 （中 3) 代＼
誠t包 （中 3) 一人＼
A努 （中 1) -0 lて 。
B！湾 （中 1) ~ ． 。。
Cヲ3 （小5) ＼ ． ． ＠ 。。 - @ 
学生子班男
D!IJ （小5) ． ＼ 。。． ． 
E!I:¥ （小5) ． ． 。又大． ． 。
F !13 （小6) 。． ． 。． ト＼ ． 一． 
G!IJ （小6) 。。． 。て． 
H!IJ （ノj、6) 。． ． ． ｜＼ 
i子（小5) 。 ト＼． ． 一．。。
j子（小5) ． ＼ ． 一． ＠ 。
学生女中
K子（小6) ． ． ＼ ． 。。
L子（小6) トー＼
I子91 
M子（中 2) 。 ． ． ． ． 一＼。。
可奈窓（中 1) 。． 。。I~ ＠ 
裕子 （中 2) 。。。- @ ＠ I~ 
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キャンプ3自白
中学生男子班 小学生男子班 小中学生女子班
ア 言介明j 主平霊 葵 柱夫 也議 男A 男B g ijコJ タj !)J g tl iく M 1可恵"' 裕子二L 子 子 二F
ム
中 中 中 q:i 中 中 中 中 中 中 中
~ ~ 3 3 3 3 ~ ~ 5 2 2 6 6 6 2 5 6 6 ~ ~ ~ 
アユム（中 1) ~ 
~J介 （中 1) ＼ 。
学生中
主主平 （中 3) ｜＼ 
奏ー （中 3) 卜＼
子班男
社夫 （中 3) ＼ 
誠也 （中 3) 一＼ 。
A E号 （中 1) I~ 。。
B男 （中 1) - @ ＼ 。。． 。。
C!)J （小5) 。＼ ． ． ． 。。一＠
－チ生"' 
iコヲj （ノi、5) 。． ｜＼ 。． ． ． 。。
E!)J （小5) 。 ． ． 。＼ ． 。． 。
男 F!)j (1J、6) 。。． ． ． ＼ 。． 。。． ． 
子班 G!)) （小6) 。。． ． 。。人＼． 。
1-193 （小6) ． ． ． ． ｜＼
i子 （小5) 。。 ｜＼ ． ． 一＠． 。
j子（小5) 。。。 ． ＼ ． 一．． 。
目寸生中民一
K子（小6) 。。． 。．  ＼． ． 。
L子（小6) －＼ 女
M子 （中 2) 。 ． ． ． ． 一｜＼． 。子
I立 可奈葱（中 1) ． ． ． ． ｜＼ 。
裕子 （中 2) 。。。。。｜＼ 
キャンプ4日目
中学生男子班 小学生男子班 小中学生女子班
ア 1介~J 遜平 奏 社夫 誠也 男A 男B g 1〕J クj 1~ g 1J 子I iく し M 可葱＂＃司z巳 裕子二L 子・ ごf一子
ム
中 中 中 中 中 中 中 中 中 q:i 中
~ ~ 3 3 3 3 ~ ~ 5 -S 5 6 6 6 5 2 6 6 ~ ~ 2 
アユム（中 1) ト＼ 。。
§l!J介 （中 1) ＼ 。 一＠
学生中
iき平 （中 3) ト＼
奏一 （中 3) ~ 。
子男 社夫 （中 3) ＼ 。 。
I9 誠也 （中 3) ＼ 
A男 （中 1) ト＼ 。
8努 （中 1) 。 ＼ 。。． 。。 - @ 
C!)J （小5) 。 。 。＼ ． 。． ． 。- @ 
寸戸生崎二
D!)J （小5) 。 。． ト＼． ． ． ． 。一＠
E!)J （小5) ． 。． ＼ ． ． 。
子男 F !)j （小6) 。． ． ＼ 。． 。一．m G!)J （小6) 。。． ． ． 。＼． 。
トI!) （小6) ． ． ． ． ＼
i子 （小5) 。 ＼ ． ． 一＠ ． 
j子（小5) ． ＼ ． 一． ． 
学生中
I＜子（小6) 。。。。． ． ＼一．． ． 
し子 （小6) I~ 
女
M子（中 2) 。。。 。。。． ． ． 一｜＼． ． 子班
可奈恵（中 1) ． ． ＠ ． I~ ． 
裕子 （中 2) ． ． ＠ 一＠． ト＼
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キャンプ7日目
移動キャンプHII 移動キャンプ2班 移動キャンプ3班 移動キャンプ4I!I
釦介If 滋也 ~ G ア 社夫 B I 裕子 主平豊 A C l, M ~ E H !< 1可恵刀tヲj ヲj ユ 男子 子 男 l)J 子一 l)J ヲj 子
ム
中 中 小6 中1 中 中 中2 中3 中 中2 中3 
0 
中





誠t色（中 3) ヘ。 。ヤ Dl)J (1J、5) ト＼ ． ． ＠ 。。． ． _./ づ
ドリJ （小6) 。。． 卜＼。 ． ． ． 
I妊 GI)) （小6) ． 。ト＼ 。。。。。． 
アユム（中 1) 人＼
移動キ 全土夫 （中 3) ［＼ ． 
ヤ 日男 （中 1) ． ｜＼ 。 。
づノ i子（小5) ト＼ 一． 。。 ． 。
2 し子 （小6) ？＼ I蛙
一卜＼裕子 （中 2) ． ． ． ． 。
移動キ
主豊平 （中 3) 卜＼ 。。
A男（中 1) 。 ト＼。
ヤ Cl)J (1J、5) ． ． 。 。 。。＼ 。。． ． 
づ_./ 
j子（ノj、5) 。。 。一． 。？＼ ． 。． 。3 
I!J M子（中 2) 。。。． 。 。一．。。． 卜＼。。． 。
移動キ
奏ー （中 3) 。＼ 
El)J （小 5) ． 。 ． 卜＼． 
ヤ i→Il)J （小6) ． ． ． 。 ． 。。． ＼ プ，ノ
！＜子（小6) ． ． ． ． ト＼。4 
＼ I! 可奈怠（中 1) 。。 。。 。
キャンプ7日目
（中学生男子） （小学生男子） （小中学生女子）
ア 主介計j 逮平 奏一 社夫 誠也 f号男B ~ ~ ~ リJ g 男H 子I 子l 子I< M 1可窓刀t 給子ニL 子 二子
ム
中 中 中 中 中 中 中中 小小 中 中 中
2, 2, 2, 2, 2, 3 1 1 2 2 2, 6 6 6 5 5 6 ~ ~ 2, ~ 
アユム（中 1) ！＼ 
剣介 （中 1) ＼ 。 一＠
学生中男
主主平 （中 3) I~ 。 - @ 
奏一 （中 3) ＼ - @ 
社夫 （中 3) ＼ ． 
子 誠也 ｛中 3) I~ 。 - @ 
A男 （中 1) ＼ 。 。
B~号 （中 1) ． I~ 。 。
CYJ （小5) 。 。。＼ ． ． ． 。． 。 。
f『、 Dl)j (1］、 5) ． ＼ ． ． ． ． 。 ＠ー
学生男子
E YJ （ノj、5) ． ． ＼ 。． 
F YJ (1J、6) 。 。 ． ． ト＼。． ＠ー
GYJ （小6) 。。． 。。ト＼． 。 - @ 
HYJ （小6) 。． ． ． ． ． ト＼ 。 - @ 
l J子（小5) ＼ 。． 。。． 
f句、 j子｛ノj、5) 。。 。。。ト＼． 一＠。． 
学生中
K子（小6) ． ． ＼ ．ー 。． 
L子（小6) トー＼
女 M子 （中 2) 。。。。 。。． 。。。＠ ． ー＼。． 
子
可奈葱（中 1) ＠ 。。。ト＼。
鈴子 （中 2) ＠ ． ． 一＠。＼ 
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キャンプ8s目
移動キャンブ1班 移動キャンプ2班 移動キャンプ3班 移動キャンプ4班
ま介君！ 也滋 タiコ5 1)5 g ア 社夫 B 裕子 主平豊 男A ~ 一子 子M 事毒 タj bl K 1可；草'€ ニL 男 アー 一， 子
.I. 
中 中3 中1 中3 中 6 中2 中3 
中 中2 中3 6 
中。戸 6 ~ 5 5 5 ;) 6 
動移キ
鱗介 （中 1) ＼ ＠ ． 。． 。。。 ． 。。。。
誠也 （中 3)． ＼ 。。 ＠ 。 。。
ヤ I) 1)5 （ノj、5) 。ド＼． ．。． 。。＠ ． 
：づノ
F l)j （小6) 。 ＼ 。 。。．。。。1 
E柾 Gl)J （小6)．。． ． ＼ 。． 。 。． 。。。． 。。
アユム｛中 1) 。 メ＼
移動キ 社夫 （中 3) 。 。｜＼ ． 。 。
ヤ B努 （中 1)
。． ＼ 。 。 ． 。
プ戸ノ l子（／ト5) 。。 ト＼． ． 。． 。． 
2 し子 （小6) ＼ 。 ． ． 1妊
｜＼ 裕子 （中 2) 。。． ． ． 
移動キ
主主平 （中 3) ． ＼ 。． 。。
A男 （中 1) 。。。。 。ト＼。 。
ヤ ClJj （ノト5) ． ． 。。。． 。＼ ． ． ． 。プ一ノ
j子（小5) 。 ＠ ．。 ＼ 3 
班 M子 （中 2) 。。。． 。。  ．． ． ． ＼ 。。 ． 
移動キ
奏一 （中 3) 。。。。 。。 。卜＼。。
ElJ.l （小5) 。． ． 。 ． 。 ． 。。＼ ． 
ヤ Jl!JJ （ノj、6) 。 。 。 。ド＼
プーノ
K-'"f （ノト6) 。。 ． ． 。． ． ＼ ． 4 
1妊 可奈葱（中 1) 。。 ． ＼ 
キャンプ8日呂
（中学生男子） （小学生男子） （小中学生女子）
ユア 剣介 主平量 奏一 社夫 誠也 A B ~ ~ E F G H -: ~－ l< L M子 可奈葱 総男男 1) 1)5 1) i)J ザ一ー｛－ 一r今 子
ム
中1 中1 ~争中3 中3 中3 中1 中1 ノト ノj、 ノi、ノj、 小小 中中 中5 5 。 6 6 6 ） 。 5 6 6 2 1 2 
アユム（中 1) 卜＼。
~j介 （中 1) 。＼ 。。． 。． 。。． 。 。
中学生勇子
；裳平 （中 3) ＼ 。 。 。
奏一 （中 3) 。。ト＼ 。。 。。。。 。
全土夫 （中 3) 。 ＼ ． 。 。。
誠也 （中 3) ．。＼ 。 。 。 。
A努 （中 1) 。。。＼ 。。。。
8男 （中 1) 。 ．ト＼。． ． ． 。 。
Cl!J （小5) ． 。。卜＼ ． 。。。． 
DlJ.l （小5) 。。。． ． 又 。
A十生.u, E!J.l （小5) 。。 ． ＼ 。。 。
子男
ドタj （小6) 。 。．  ＼ 。。。。＠ 。
G!J) (1J、6) ． 。。。。 。． ト＼． 。。。。
JlJ.l （小6) 。。 。． 。＼ 
i子（ノj、5) ＠ 。。。＼ ． ． 
f、 j子（小5) 。 ． 。 ＼ ． ． 
学中生
K子（ノj、6) 。 ＠ ＠ ． ＼ 
L子（小6) 。 ＠ ． I~ ． ． 
女 M子 （中 2) 。。。。 ． 。。＠。． ． ． ｜＼ ＠ 
子 。。 ｜＼ 、』d’ Eヨ奈窓（中 1) ．＠ ＠ 




登山 1班（中学生） 登山2班（小6) 登山3班（小5)
ア 剣介 男A 男B 遜王手 奏 社夫 誠也
奈可E草
M 絡子 l)j g t1 子iくー 子L fu g ij} 子J 二l 子 子ー
ム
中 <P 中 中 中3 中3 ! 中3 中 中2 中2 小6 6 6 6 ;:) 5 5 1 1 6 5 5 
アユム（中 1) ｜＼ 。 。
剣介 （中 1) 。＼ ． 。。。。。。． 。 。。
A男 （中 1) ト＼。＠ 。 。 。
登山 B努 （中 1) 。。
'" 
。． 。。。． ． 。． ． 
1 主主王手 （中 3) 。。＼ ． I!J 
山寸生中L一
奏一 （中 3) 。 ． ｜＼ ． 。 。 。
本士夫 （中 3) 。 ＼ 。。。
謙也 （中 3) 。。．． 卜＼ 。。。 。
可奈葱（中 1) ＼ ． 。 ． ． ． 
M子（中2) 。。。。。卜＼ ． 。。 ． 。． 
裕子 （中 2) 。 。． ＼ 。 ． ． 
登山 ドクJ （；｝、6)
。。 。。。卜＼． 。。． ． 。
2 Gl)'J （小6) ． 。． 。。。 ｜＼ 。。 ． 。
1蛙 J[l)J （小6) 。 。 。． ． ＼ ． ． 〆’句、
！く子A (1J、6) ． 。。卜＼ 。 ． 
6 
＼ 、＿， L子（小6) ．。。． 。 ． 
登山 Cl)J （小5)
。。． 。 。。ト＼． 。
3 Dl)J （小5) 。 。。 ． ＼ 
I蛙 El)j （小5) 。。． 。 ．． ． ＼ 。
〆I’l『、、
i子（小5) ． ．  。 。｜＼ ． 5 
＼ 、＿， j子（小5) 。 ．．。
キャンプ9日呂
（中学生男子） （小学生男子） （小中学生女子）
ユア 動介1] 主平主 奏 柱夫 誠也 努A 男B 児c g l)J G H I 子J K L M 百1葱j 裕子!) l)j 男子 二子 二子 子
ム




中2 <P 中2 1 。戸 6 6 6 5 6 6 1 
アユム（中 1) ＼ 。 。
剣介 （中 1) 。！＼ 。。。． 。。。。． 。 。
目寸生子中男」
主題平 （中 3) ＼ ． 。。． 
奏一 （中3) 。＼ ． 。 。 。
社夫 （中 3) 。 ｜＼ ． 。 。。
誠也 （中 3) 。． ＼。 。。。 。
A努 （中 1) 。 。ト＼。。 。
8男 （中 1) 。。． 。＼。． ． 。 ． 。。
OJ （小5) ． 。。＼ ． ． 。。。。
D!)j （小5) 。 。． ＼ ． ． 。
学生男子
El)) （小5) 。。。 ｜＼ 。
Fl)) （小6) 。 。。． ． 
'" 
． 。。。． 。。
GI)) （小6) ． 。。。 ＼ 。。。。
HI)) （小6) 。。 ．．． ト＼ 。
i干ー (1）、5)  。。I~ ． ． ＠． 
j子（小5) 。 。 ト＼ ． ． 
学生女中
K子（小6) 。 。。． ＼ ． ． 
L子（小6) 。 。。 ｜＼ ． 
M子（中2) 。。。。。． 。． 。。．  ． ＼． 
子 。 ． ． ＼ 可奈恵（中 1)
裕子 （中 2) 。 。 。 ． ．＠ ＠ ト＼
258 
資料4 ソシオマトリクス l 
キャンプ11日自
登山 1班（中学生） 登山2班（小6) 登山3班（小5)
ア 言介辞l A B 主平主 奏 夫社 誠也
百；刀E! ミ' M 絵子 ~ !-! iく g I) 叩子ユ 男 努 子 J)j !3 -f 子二 !) !J 子二
ム
中 中 中 中 中3 φ 3 中3 中3 ヰ3 中2 中2 6 
（ 小~ （ ノ3-j、 。1 6 6 6 6 5 ~ 
アユム（中 1) ＼ 。 。 。 。。
~l介 （中 1) 。＼ 。． 。。。。。。＠ 。 ． 。
A男 （中 1) 。＼ ＠ 。。 。。
i山t 8努 （中 1) ．＼ 。。． 。． ＠ ． ． 
主豊平 （中 3) 。。。。＼ 。斑
学生中
奏－ （中 3) 。。． ト＼ ． 。。。。 。。
キ士夫 （中 3) 。 。＼ 。。。 。
誠也 （中 3) 。 ．． ＼ 。。。 。。
王立奈葱 （中 1) ＼ ． ． 。 ． 
M子 （中 2) 。 。。。  ＼・． 。 ． 。 ． 
裕子 （中 2) ．・＼ ． ． 
ヌふ山え婦に F !J:l （小6) 。。。。。。。  ＼ ． 。。． ． ． 
2 GJ)J （小6) 。． 。． 。。。 ト＼ 。。 。
BJI 1-I!J) （小6) 。 。 。． 卜＼ ． ． 
K子（小6) ． ． 。。＼ 。 ． 
6 
＼ 、.／ L子（小6) ． 。。． 。 ． 
登 C!J) （小5) 。。． ． 。  ．． 。。｜＼ ＠ 。。
山
DJ)j （ノj、5) 。． 。 。。。。． ！＼ ． 3 
班 E J) （小5) 。． 。。 ．． 卜＼。
i子（小5) ． ． 。。  。＠ ＼ ． 5 ト＼、』J j子（ノl、5) ． ．．。
キャンプ11日目
（中学生男子） （小学生男子） （小中学生女子）
ア 剣介 主平華 奏一 社夫 誠{!:, A 努B g D E b~ ~ H f 子J !< L 子M 奈可葱 裕ニL 努 !) !Jj Jj 子 子子 子
ム
や 中 中3 中3 中3 中3 ヰコ 中1 小5 小 ！）、 6 
小ノj、 小 1J、 中2 中1 中1 ）。）。 6 6 5 ;) 6 6 2 
アユム（中 1) 「＼。。 。。 。
ま~l 介 （中 1) 。＼ 。。。。。． ． 。。． 。 。
学生中
主甚平 （中 3) 。。＼ ． 。． 。。
泰一 （中 3) 。ト＼ 。。。。。。 。
子男
社夫 （中 3) 。。ト＼ ． 。。。 。
誠｛！：！， （中 3) 。． ． ト＼ 。。。。 。
A男 （中 1) 。。 ＼ 。。。。
8男 （中 1) ． 。。．＼ ． ． ． 。． 
C!J) （小5) 。 。ト＼ ． 。。。。． 。
iコクj （小5) 。． 。。。。． ． ？大＼＼ ． 。
寸子円生男」
E!JJ （小5) 。。。 ＼ ． ． 。
F!JJ （ノj、6) 。。。。。。。．＠ ＼ ． 。。． 
GJ!） かj、6) 。． 。。。。 ． ． ＼ 。。。
l!YJ （小6) 。。 ． ． ． ＠ ＼ 。
i子（小5) 。。。。＼ ． ＠ ． ． 
，ー、 j子（小5) 。 ＼ ． 
学生中
lく子 （小6) 。 。。． ＼ ． ． 
し二子 (1J、6) 。 。。 ． ＼ ． 
女 M子 （中 2) 。。。。 ． 。． 。．｜＼ ． ． 
子 。 ト＼、』J 可奈怠（中 1) ． 





ア 剣介 主平豊 奏 社夫 減t!. 男A 男B fu g リj リj fu t1 子I 子J 1く 子一 子M 可1方車~、' 裕子ニL '{・ 
ム
中 中 中3 中 中 中3 中 中小 小小 中 中 中
、1』， 1 ~ 3 1 -2, 2, 5 ） 。6 6 6 5 ） 。6 6 3, 1 3, 
アユム（中 1) ｜＼ 。。 。． 。
j!J介（中 1) 。＼ 。。。。． ＠ 。． ＠ 。
学生中男
主主平 （中 3) 。。＼ ． 。 ．。
奏ー （中 3) 。！＼ ． 。． 。。。。。＠ 。。。
社夫 （中 3) ＠ 。＼ 。 。＠ 。。 。。
子班 誠也 （中 3) 。．． ｜＼ 。 。。。。 。
A男 （中 1) 。。。ト＼。。。。。。
8男 （中 1) ． ． ． ＠ 。＼。。。。。。 。。
C!l.l （小5) 。 。。！＼ ． ． ． 。。。． 。
DY.l （小5) 。． 。。。。＼ 。。
学生男子班
E!Jj （小5) ． 。。。。． ． ト＼ ． ． 。 。。
F Y.l （小6) 。。。。。。。 ＼ 。。。． 。。
GYJ （小6) ． 。。。。．． ． ＼ 。
1195 （小6) 。 ． 。。。 ． ｜＼ ＠ 。
！ 二子 （小5) 。。。 I~ ． ． ． ． ． 
j子（小5) 。 。 ト＼ ． ． 
生中学女
iく子 （小6) 。 ． 。． 。。． ＼ ． 
仁子 (1］、6) 。。。 ． ＼ ． 
子I!J 
M子（中 2) 。。。。。． 。． 。． ． ！＼ 
可奈窓（中 1) 。。。 ． ． ＼ 
裕子 （中 2) 。。 。 。 ． ． ＼ 
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